
近
年
、
日
本
の
大
学
界
に
お
け
る
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト（
以
下
、
Ｆ
Ｄ
）

活
動
の
高
揚
に
よ
っ
て
、
大
学
授
業
の
あ
り
方

が
真
剣
に
問
わ
れ
て
い
る
。
学
生
に
よ
る
授
業

評
価
を
実
施
す
る
大
学
が
増
え
、
授
業
改
革
に

関
心
を
持
つ
大
学
教
師
も
徐
々
に
増
え
て
い

る
。
評
者
自
身
も
Ｆ
Ｄ
に
は
関
心
を
も
っ
て
お

り
、
今
ま
で
に
Ｆ
Ｄ
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な

研
究
会
に
参
加
し
、
大
学
授
業
に
関
す
る
文
献

も
数
多
く
読
ん
で
き
た
。

本
書
は
、
大
学
授
業
を
活
性
化
す
べ
く
学
生

参
加
型
授
業
を
実
践
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
理
論
と
実
践
の
両
面
か

ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
陣
で
あ
る
が
、

教
育
心
理
学
者
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
本
書

の
筆
頭
編
著
者
の
杉
江
氏
は
、
わ
が
国
に
お
け

る
「
協
同
学
習
」
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
。
本
書

は
、
「
協
同
学
習
」
や
「
Ｌ
Ｔ
Ｄ
（Learning

Through
D
iscussion

）
話
し
合
い
学
習
法
」
な

ど
の
理
論
を
実
際
の
大
学
授
業
に
応
用
し
な
が

ら
、
学
生
参
加
型
の
授
業
を
実
践
し
、
そ
の
意

義
を
論
じ
て
い
る
。
受
講
学
生
が
百
名
を
こ
え

る
多
人
数
授
業
で
も
、
こ
の
「
協
同
学
習
」
の

方
式
が
実
践
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
実
践
事
例
は
、
教
育
心
理
学
を
は
じ
め
と

し
て
、
経
済
学
・
体
育
実
技
・
語
学
・
認
知
科

学
な
ど
の
授
業
実
践
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
実
践
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
学
生
参
加
型
の
授
業
に
関
し
て
は
、
Ｆ
Ｄ

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
会
に
お
い
て
、
取
り
あ

げ
ら
れ
る
機
会
が
多
い
。

本
書
の
内
容
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

�
章

学
生
の
参
加
を
促
す
多
人
数
授
業

�
章

「
協
同
学
習
」
の
す
す
め

�
章

対
話
に
よ
る
学
習
モ
デ
ル

�
章

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
協
調

的
な
知
識
構
成
活
動

全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
教
育
心
理
学
の
専

門
用
語
を
使
っ
た
説
明
も
少
な
く
、
読
者
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て

い
る
。
文
末
表
現
は
す
べ
て
敬
体
で
統
一
さ
れ

て
お
り
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
。
本
書
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
協

同
学
習
」
や
「
Ｌ
Ｔ
Ｄ
話
し
合
い
学
習
法
」
の

理
論
と
実
践
は
日
本
の
大
学
界
で
は
広
く
認
知

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
で
は
「
協
同
学
習
」
はC

ooperative

Learning

と
称
さ
れ
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
教
育
方
法
で
あ
る
。
事
実
、

C
ooperative

Learning
C
enter

を
学
内
に
設
置

し
て
い
る
大
学
も
あ
る
。
本
書
の
編
著
者
で
あ

る
関
田
氏
が
所
属
す
る
創
価
大
学
で
は
、
「
教

育
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
「
協

同
学
習
」
を
組
織
的
に
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を

書 評

杉
江
修
治
・
関
田
一
彦
・
安
永
悟
・
三
宅
な
ほ
み
編
著

『
大
学
授
業
を
活
性
化
す
る
方
法
』
を
読
む

安
藤

友
張
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構
築
し
て
い
る
。

「
協
同
学
習
」
や
「
Ｌ
Ｔ
Ｄ
話
し
合
い
学
習

法
」
で
は
、
学
生
同
士
の
互
恵
的
な
人
間
関
係

の
構
築
が
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
が
相
互

に
助
け
合
い
な
が
ら
学
ぶ
の
で
あ
り
、
編
成
さ

れ
た
学
習
グ
ル
ー
プ
は
「
孤
独
な
学
習
者
の
寄

り
合
い
所
帯
」
（
本
書

五
八
頁
）
で
は
な
い
。

近
年
、
学
生
の
学
力
低
下
の
み
な
ら
ず
、
社
会

性
（
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
）

の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
、
大
学
関
係
者
の
間
で
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
注
目
さ
れ
て

い
る
「
初
年
次
教
育
（
一
年
次
教
育
）」に
お
い

て
、
こ
の
「
協
同
学
習
」
な
ど
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
学
生
の
学
習
能
力
の
み
な
ら
ず
、
人
間

関
係
を
構
築
す
る
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
新
し
い
知
識
の
獲
得
の
み
な
ら
ず
、

授
業
ク
ラ
ス
の
仲
間
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
達
成
感
も
こ
の
学
習
方

法
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

学
生
を
対
象
と
し
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
す
る
と
、
学
生
参
加
型
の
授
業
を
望
む

学
生
の
声
が
多
い
。
と
り
わ
け
、
最
近
の
学
生

は
、
座
学
よ
り
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
体
験

型
授
業
を
好
む
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、

グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど
の
協
同
作
業
を
得
手
と
す

る
学
生
は
少
な
い
。
本
書
の
実
践
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
教
師
は
「
協
同
学
習
」
な
ど
が

成
立
す
る
よ
う
に
入
念
な
仕
掛
け
を
用
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
杉
江
氏
の
実
践

で
は
、
『
教
育
心
理
学
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
と
呼
ば
れ

る
授
業
通
信
を
学
生
の
手
に
よ
っ
て
編
集
さ

せ
、
定
期
的
に
発
行
し
て
い
る
。
関
田
氏
の
実

践
で
は
、
学
習
成
果
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
を

学
生
同
士
が
評
価
し
あ
う
「
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ

ー
」
の
手
法
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
教
師
と
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
化
す
る
工
夫
が
も
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
各
学
生
の
役
割
分
担

（
例

進
行
係
・
記
録
係
・
時
計
係
・
点
検

係
）
を
最
初
に
明
確
化
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
そ
の
他
の
留
意
事
項
と
し
て
、
「
授
業

中
の
教
師
の
発
言
で
は
、
学
生
を
批
判
す
る
内

容
は
一
切
せ
ず
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ

と
に
努
め
、
一
貫
し
て
受
容
的
な
態
度
で
接
し

ま
す
」
（
本
書

四
○
頁
）
と
い
う
点
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
と
も
す
れ
ば
、
大
学
教
師

は
学
生
の
否
定
的
な
面
ば
か
り
に
目
が
向
き
が

ち
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
肯
定
的
な
面
を
で

き
る
限
り
見
つ
け
る
と
い
う
努
力
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

本
書
で
は
、
随
所
に
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
「
教
師
は
教
壇
を
離
れ
よ

う
」
と
い
う
コ
ラ
ム
が
あ
る
。
教
壇
か
ら
下
り

て
学
生
の
そ
ば
に
近
づ
い
て
講
義
し
、
学
生
同

士
の
話
し
合
い
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
よ

う
と
い
う
提
言
で
あ
る
。
学
生
が
座
っ
て
い
る

場
所
に
教
師
が
近
づ
け
ば
、
内
職
・
私
語
・
居

眠
り
・
携
帯
メ
ー
ル
使
用
を
防
止
す
る
効
果
も

期
待
で
き
る
。
科
学
史
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
中

山
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
教
壇
か
ら
離
れ
、
講
義
ノ

ー
ト
を
見
な
い
で
身
振
り
手
振
り
で
講
義
す
る

ス
タ
イ
ル
を
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
レ
ク
チ
ャ

ー
」
と
呼
ぶ
。
講
義
ノ
ー
ト
を
読
み
な
が
ら
板

書
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
チ
ョ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・

ト
ー
ク
」
の
教
師
主
体
の
講
義
だ
け
で
は
、
学
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生
参
加
型
の
大
学
授
業
の
実
践
は
不
可
能
で
あ

る
。最

近
、
学
生
の
学
力
低
下
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
す
る
前
に
、
大

学
教
師
は
自
ら
の
授
業
ス
タ
イ
ル
や
授
業
観
を

問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
大
学

授
業
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
た
杉
江
氏
に
よ
る

以
下
の
言
葉
は
至
言
で
あ
る
。
「
授
業
の
内
容

を
本
当
に
理
解
し
な
く
て
も
、
教
師
は
そ
の
こ

と
を
追
及
し
ま
せ
ん
。
分
か
っ
た
ふ
り
と
教
え

た
つ
も
り
の
繰
り
返
し
の
中
で
、
『
学
び
』
は

セ
レ
モ
ニ
ー
だ
と
さ
え
思
い
込
ん
で
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
大
学
で
、
急
に
理
解
す
る
こ
と

を
求
め
、
記
号
で
な
く
記
述
で
答
え
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、
不
慣
れ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

（
本
書

二
一
頁
）。学
習
者
で
あ
る
学
生
の

「
レ
デ
ィ
ネ
ス
（
教
育
心
理
学
用
語
で
、
新
し

い
学
習
に
入
る
前
の
学
習
者
の
準
備
態
・
予
備

知
識
な
ど
を
さ
す
）」を
教
師
が
把
握
し
な
い
ま

ま
、
教
師
主
体
の
講
義
形
式
の
一
斉
授
業
で
は
、

学
生
は
新
し
い
知
識
を
十
分
に
理
解
で
き
る
は

ず
が
な
い
。
大
学
教
師
の
間
で
常
識
と
な
っ
て

い
る
大
学
授
業
の
方
法
や
筆
記
試
験
の
方
法
を

改
め
て
見
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
紹
介

し
て
い
る
杉
江
氏
の
「
公
認
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー

パ
ー
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
賛
否
両
論
に
分
か
れ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
単
位
認
定
の
筆
記
試
験
に

お
い
て
一
度
試
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
。

な
お
、
本
書
に
関
連
す
る
図
書
と
し
て
、
ジ

ョ
ン
ソ
ン
Ｄ
・
Ｗ
﹇
ほ
か
﹈
著
、
関
田
一
彦
監

訳
『
学
生
参
加
型
の
大
学
授
業：

協
同
学
習
へ

の
実
践
ガ
イ
ド
』
（
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
○

○
一
年
）、ジ
ョ
ン
ソ
ン
Ｄ
・
Ｗ
﹇
ほ
か
﹈
著
、

杉
江
修
治
﹇
ほ
か
﹈
訳
『
学
習
の
輪：

ア
メ
リ

カ
の
協
同
学
習
入
門
』
（
二
瓶
社
、
一
九
九
八

年
）、
ア
ル
フ
ィ
・
コ
ー
ン
著
、
山
本
啓﹇
ほ
か
﹈

訳
『
競
争
社
会
を
こ
え
て：

ノ
ー
・
コ
ン
テ
ス

ト
の
時
代
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
四

年
）、杉
江
修
治
著
『
バ
ズ
学
習
の
研
究：

協
同

原
理
に
基
づ
く
学
習
指
導
の
理
論
と
実
践
』

（
風
間
書
房
、
一
九
九
九
年
）、レ
イ
ボ
ウ
・
Ｊ

・
Ｃ
﹇
ほ
か
﹈
著
、
丸
野
俊
一
﹇
ほ
か
﹈
訳
『
討

論
で
学
習
を
深
め
る
に
は：
Ｌ
Ｔ
Ｄ
話
し
合
い

学
習
法
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
四
年
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
「
協
同
学

習
」
や
「
Ｌ
Ｔ
Ｄ
話
し
合
い
学
習
法
」
の
理
論

的
背
景
と
多
様
な
実
践
事
例
を
よ
り
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
○
○
四
年
）

あ
ん
ど
う
・
と
も
は
る

名
古
屋
芸
術
大
学
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